
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
八
日

伊
勢
参
り
こ
こ
が
起
点
と
小
鳥
来
る

ぽ
ん
こ

岬
鼻
へ
続
く
秋
思
の
靴
の
跡

三

刀

赤
い
羽
根
胸
豊
か
な
る
一
少
女

宏

虎

道
し
る
べ
古
り
て
傾
く
草
紅
葉

満

天

遠
山
の
翠
黛
し
る
き
秋
の
空

三

刀

自
販
機
の
前
に
屯
す
夜
業
人

さ
つ
き

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日

口
開
け
し
通
草
を
さ
げ
て
句
座
の
友

有

香

吾
妹
子
も
ひ
と
口
つ
け
し
温
め
酒

雅

流

湯
の
街
の
路
地
し
つ
ぽ
り
と
梅
雨
に
濡
れ

三

刀

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
六
日

大
釜
に
た
ぎ
る
湯
煙
秋
祭
り

よ
し
子

丁
目
石
こ
こ
よ
こ
こ
よ
と
残
る
虫

ひ
か
り

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
五
日

賞
の
菊
育
て
て
独
り
侘
び
住
ま
い

は
く
子

四
阿
を
借
り
て
昼
餉
や
秋
時
雨

つ
く
し

露
に
濡
れ
深
き
祈
り
や
マ
リ
ア
像

菜

　々　

祭
獅
子
猛
る
四
囲
よ
り
囃
さ
れ
て

よ
う
子

登
高
す
女
人
高
野
の
よ
ろ
い
坂

満

天

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
四
日

秋
天
へ
湯
立
て
の
笹
を
振
り
に
け
り

雅

流

赤
い
羽
根
見
よ
と
胸
は
る
や
く
ざ
風

な
つ
き

な
踏
み
そ
こ
こ
だ
木
の
実
や
裏
参
道

き
づ
な

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
三
日

産
土
の
祭
り
支
度
す
長
寿
眉

三

刀

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
二
日

楽
奏
づ
こ
と
は
至
難
や
瓢
の
笛

よ
し
子

こ
の
あ
た
り
古
墳
銀
座
や
野
路
の
秋

菜

　々　

高
僧
の
塔
頭
訪
へ
ば
鵙
高
音

菜

　々　

ヒ
ー
ロ
ー
へ
子
ら
の
声
と
ぶ
菊
花
展

せ
い
じ

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
〇
日
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